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これらの課題を解決するため、利用者目線に立ち、

奈良県公式ホームページの現状・課題

＜メインサイト＞
• 平成25年に現行ＨＰを導入して以後、大幅な見直しや改善を行うことなく運用を継続。
その間、スマートフォンや生成ＡＩの普及など著しい環境の変化があり、県HPも対応が必要。

• 膨大な量の過去のページが残り続け、管理しきれず、リンク切れなどが発生。
• ホームページ内の検索でヒットする情報が古い。

＜サブサイト＞
• 各課が運営するサブサイトが多数存在し、情報が分散。
• サーバやドメイン管理などの運用コストが増加。
• サイト閉鎖後、ドメインを放棄することによるセキュリティリスクも存在。

をキーワードに、

次の点を重視し、ホームページのリニューアルを行います

たどり着きやすい わかりやすい
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欲しい情報にたどり着きやすく１

これまでは県の「組織」にあわせて情報を分類していましたが、利用者の「目的」にあわせた分類に見直します。
欲しい情報を直感的に見つけやすくなり、必要な情報にたどり着きやすくなります。
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スマートフォンで見やすく2

スマートフォンからのアクセスが多くなっているため、タップのしやすさに考慮して余白にゆとりを持たせるなど、
スマートフォンで閲覧した場合のレイアウト最適化を行っています。
併せて、関連する情報に自然にアクセスできるような画面構成とし、回遊性を高めます。

４※サンプルイメージにつき、デザイン・仕様が変更となる可能性があります。



５

誰にとってもわかりやすく
3

年齢や障害の有無、利用している機器や環境にかかわらず、誰もが情報を利用できるようアクセシビリティ
を向上させます。

たとえば、ユーザーテストの意見をふまえて、全ページへの目次の表示や、画像への代替テキストの挿入など
行います。

検索エンジンや生成AIの利用の広がりに対応し、より正確にホームページの内容が反映されるようにします。

より安心して利用できるように4

各所属が運営しているさまざまなホームページを県公式ホームページにまとめます（約１３０→約５０）

情報を一元化するとともに、デザイン・機能に一貫性をもたせることで、公式ウェブサイトとしての一体感を
強化します。

また、セキュリティ水準を標準化し、さらに引き上げることで、県民の皆さまが安心して利用できる環境を整
えます。



5 緊急時の情報発信

災害発生時や注意喚起が必要な場合、緊急情報を全ページに表示します。トップページを経由せず、
検索エンジンから直接末端ページにアクセスした利用者にも確実に緊急情報を届けます。

大規模災害時には簡易専用ページに切り替え、重要情報を迅速に発信します。

６
※サンプルイメージにつき、デザイン・仕様が変更となる可能性があります。
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２

職員の業務効率化

各ページに目次を自動生成する機能や、ＳＮＳとの連携・生成ＡＩを活用した投稿文案の作成機能等に
より、効率的・効果的に情報を発信します。

リンク切れやアクセシビリティ違反など、ページの状況を一元管理する機能により、効率的に品質を維持します。

各ページごとのアクセス数を確認する機能により、ページ公開後の効果検証が可能になります。

ホームページの情報をSNSでも！ くらしの情報、奈良県ならではのニュースを県公式SNSでお届けします。

LINE 奈良県 X 奈良県公式
Facebook
まるごと奈良県

イベント情報や、くらし
の中で気になること（助
成金、感染症情報など）

を配信しています。

奈良県のニュースを発信
しています。

奈良県のことをじっくり
知りたい人におすすめ
です。
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